


PU合成皮革製カスタムレザーステッカーラベル：貼付面に合わせて仕様化する粘着式ロゴラベル
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Details
 

PU合成皮革製のカスタムレザーステッカーラベルは、箱、瓶、ボトル、ノートなどの硬質製品に、革のような質感のロゴを加えます。剥離ライナーからはがして貼り付けるだけです。表面
材は動物由来の皮革ではなくポリウレタンのため、米国向けの表記では合成皮革であることを明示する必要があります。粘着性、耐熱性、洗濯時の挙動は貼付面によって異なるため、量産前
に実際の基材でサンプル確認します。

粘着式PUレザーロゴラベルは誰が購入し、どこに使われるのか？ ↑
レザー調ステッカーの需要は二つのグループに分かれます。マーケットプレイスの出品情報を分析した Accio[1] による調査では、卸売（B2B）のバイヤーが、ブランディング、パッ
ケージ、製品装飾に使える、カスタマイズ可能で高品質な粘着ラベルを探していることが分かりました。一方、一般消費者向けのマーケットプレイスでは、車や電子機器を個性化する需要が
強い傾向にあります。

一つ目のグループには、いくつかの種類の買い手が含まれます。小規模なアパレルやバッグのブランドは、ハンガーボックスやアクセサリーにブランドのディテールを入れたいと考えていま
す。かぎ針編み、ニット、ラタンバッグの作り手は、縫製を増やさずに作り手の刻印を入れたいと考えています。パッケージ担当チームは、ギフトボックス、瓶、ボトル、靴箱、ノートを装
飾します。平らな面や緩やかに曲がった面のパッケージは、剥がして貼るタイプのPUラベルが最も自然に合う用途です。単価は、サイズ、装飾、数量によって異なり、見積もり時に確定し



ます。

レザー調ステッカーが最初のか月後に期待外れになる理由 ↑
発注前に、使用予定の面でサンプルを確認し、曲げた部分で端が浮かないかをチェックしてください。対象商品にコンディショナーなどのケア用品を使う場合は、その条件下で接着性を試験
してください。

素材自体も劣化する可能性があります。 Chief LabelsのPU製造ガイド[5] では、安価なポリウレタンには低品質の可塑剤が使われると説明しています。これらは高温下で溶出し、
素材を「非常にもろい」状態にします。また、PUと裏材の接着が弱いと層間剝離が起きるとも述べています。

表面材と粘着剤の間に剥がれや気泡がないか確認してください。また、使用予定の製品でロゴの視認性も確認してください。暗い面に暗い色のタグを付けると、文字が見えにくくなることが
あります。

解決策： 最初に仕様を書き出してください。対象の貼付面を定義し、その面で想定される曲げ、熱、洗浄に合う粘着剤と加飾を選びます。コントラストを考慮して設計してください。その後、
量産発注前に自社の基材で試験したサンプルを承認します。以下では各判断を順に説明します。
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粘着裏打ちPUレザーラベルとは、具体的に何か？ ↑
この製品は、次の四つの層からなる積層構造です：

ポリウレタンをコーティングした布基材で、レザー調の表面を形成します。
その表面に施すロゴ。
感圧粘着剤層。
貼り付けるまでラベルを保持する剝離ライナー。

ある Kunshuoのメーカー比較[8] では、PUラベルを「布基材へのポリウレタン（PU）コーティング」と説明しています。天然皮革よりロット間の色と厚みのばらつきが少な
く、Pantoneにも合わせやすいとしています。また、均一な表面により細部や線をより鮮明に表現できるため、PUは「通常、レーザー彫刻に適している」とも述べています。一方、
本革は一般により深いエンボス加工が可能です。

米国では名称は表現上の選択ではなく法的事項です。FTCガイドの 16 CFR Part 24[9] では、実質的な部分すべてが皮革で作られていない製品に、無修飾で「leather」と
表示することは欺瞞的とされています。皮革ではない素材が革に見える場合、その事実を開示すべきであり、「Not leather」「Imitation leather」「Simulated
leather」などが例として挙げられています。第24.3条では「waterproof」や「scuffproof」のような語も制限されています。そのため本ラベルは、見積書、請求書、
梱包明細ではPU合成皮革と表記しており、小売用の表記でも同様にしてください。「vegan leather」と単独で書いても組成表示の代わりにはなりません。

厚さの目安としては、トリム用品の供給元の Acctrims[10] は、フェイクレザーについて「一般に厚さ1.2mmで作られる」と述べ、「高温と化学薬品による腐食には強くない」
とも述べています。注文品の厚さ、表面のシボ、色は、見積書と実物見本で確認します。

読みやすく、剝がれないラベルをどう仕様化するか？ ↑
大半の結果は、サイズとコントラスト、貼付面と取付方法、入稿データの準備というつの判断で決まります。価格を問い合わせる前に、それぞれを決めてください。そうしないと、異なるサ
プライヤーの見積もりが同じ製品を指さず、比較できません。

ステップ1：サイズと視認性を設定する

ロゴはレザー調素材へ圧入すると細部を失うことがあります。 Doylabelの熱圧着品質ガイド[11] では、線が細すぎると「金型では明瞭に転写できない」と警告しています。その結果、
線が欠けたりつながったりし、「極小文字が読めなくなる」ことがあります。熱や加圧時間が過剰だと、表面を焦がし、不要な光沢を与えたり、もろくしたりすることもあります。

小型仕様ではマークを簡略化してください。濃色PUには、同系色の凹押しではなく、淡色の箔または淡色印刷を選びます。サイズの参考として、 Cusmytrims[12] が公表する仕
様には、1.2 mmのPUラベル（38.2 × 25.8 mm）と、1.6 mmのPUラベル（45 × 40 mm）があります。最小線幅と文字高は事前に想定せず、校正で
確認します。

https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-B/part-24


ステップ2：貼付面に取付方法を合わせる

粘着剤の選択は貼付面によって異なります。 Leather Adviceガイド[13] では、標準的な紙ステッカーや安価なビニールステッカーは「革にはほとんどしっかり付かない」として
います。また、強力な粘着剤は剝がす際に「表面仕上げをはがしたり跡を残したりする可能性がある」とも述べています。用途に感圧粘着剤が適しているか、以下の表で判断してください。

貼付面／用途 推奨する取付方法 試験すべき主なリスク
平らで硬い包装（箱、瓶、ボトル） 感圧接着剤（本製品） テクスチャー紙またはコート紙での端部浮き
曲面または屈曲部（バインダー、バッグパネル） 実部品で試験後にのみ粘着方式を使用 曲げ部での浮き、剝離時の粘着剤残り
帽子および洗濯頻度の低い製品 熱活性型粘着剤 熱跡、加熱後の接着力低下
定期的に洗濯する衣類、子ども用繊維製品 縫い付けまたはリベット留めラベルを使用 洗濯時の粘着不良、法的な恒久性

下表は、 New York Custom Labels[14]の経験則に沿っており、次のように示しています：「帽子や洗濯頻度の低い製品には、素早く貼れる熱圧着式を。定期的に洗濯す
るものには縫い付け式を。」Cusmytrims は、裏打ちの選択肢として、縫い付け、ベルクロ、3Mの自己粘着式を挙げています。本製品は粘着剤付きで出荷されます。製品を頻繁
に洗濯する場合は、接着剤に頼るのではなく、縫い付け構造のほうが適していないか確認してください。いずれの場合も、ラベルは、汚れ、水分、油分、コンディショナー、ワックスのない、
清潔で乾いた面に貼ってください。



ステップ3：入稿データを入稿前確認する

ベクターデータを送付してください。Acctrimsは「CDR、ESP、AI、またはPDF形式」を求めています。ファイル送付前に次を確認してください。

すべての文字をアウトライン化する。
抜き型線を専用レイヤーに作成する。
PU色と箔のPantone参照値を指定する。
凹押し、箔押し、印刷する領域を明示する。

ラベルをシートまたはロールでハーフカットにするかも指定してください。ここではカット深さが重要です。 Sticker It[15] は、カットが「深すぎて、実質的に台紙まで切り込んでい
る」場合、はがす際にライナーが破れると説明しています。厚手のレザー調素材では、サンプルでカット深さを確認する必要があります。



ラベルはどのように製造、検査、出荷されるのか？ ↑
Kunshuo によるPUラベルの一般的な工程は、基布、PUコーティング、エンボス加工、表面処理、ロゴ加工、型抜きの順です。粘着ラベルでは、さらに二つの工程が加わります。
感圧接着剤のラミネート加工と、剥離紙上のラベルのハーフカットです。注文は、デジタル校正から生産前の現物サンプル、本生産へと進みます。サンプルと本生産の納期は、金型・治具、
箔、数量によって異なります。サンプルと本生産のスケジュールは、書面の見積書で確認してください。

量産開始前に受入検査基準を合意してください。以下の表は、先に述べた不具合に対応する検査項目を示します。

検査項目 方法 合格条件



素材名称 見積書、請求書、梱包明細を確認する 素材名が「PU合成皮革」となっており、無修飾の「leather」がない
ロゴの可読性 署名済みサンプルと同じ照明下で比較する 欠け、つぶれ、焦げた線がない
色 Pantone参照値と署名済みサンプル サンプル時に合意した許容差内
剝離接着力 実際の基材に貼付し、合意した保持時間でASTM D3330などの剝離試験を行う 端部浮きがなく、試験時の値が記録されている
層間接着 貼り付けたラベルを曲げ部で屈曲させる PUと粘着剤の間に剝離や気泡がない
ライナー剝離 各シートまたはロールからラベル見本をはがす ラベルがきれいにはがれ、ライナーが切り抜かれていない

剝離強度、色差、保持時間の数値合格基準は事前公表されていません。実際の貼付面でのサンプリング時に設定し、注文書へ記載します。洗濯に関する表示を行う予定がある場合は、ばらの
ラベル片ではなく完成品を、ISO 6330の洗濯およびISO 105-C06の耐染色堅ろう度で試験してください。その試験を依頼しない場合、洗濯に関する表示は行わないでくださ
い。

保管時はラベルを平らにし、熱を避けてください。熱により粘着剤が再活性化し、PUが乾燥することがあります。米国へ輸入する場合、 19 CFR 134.11[16] は、外国製品また
はその容器に原産国の英語名を「判読可能、消えない、恒久的」な形で表示することを求めています。その表示をラベルに付けるか包装に付けるかは個別に判断されるため、通関業者に確認
してください。再注文時は、署名済みサンプル、データのバージョン、ロット記録をまとめて保管し、次回生産を記憶ではなく実物の基準に照合してください。

https://www.ecfr.gov/current/title-19/chapter-I/part-134/subpart-B/section-134.11


PU粘着ラベルは本革、紙、ビニールラベルと比べてどうか？ ↑

選択肢 洗濯 米国での名称表示 最適な用途

PU合成皮革、粘着裏
打ち

あるサプライヤーは、自社のPUラベルを30°C（86°F）まで洗濯可能と評価しています
Wunderlabel[17]

非皮革であること
の開示が必要

包装、硬質製品、洗
濯頻度の低いアクセ
サリー

本革、縫い付けまたは
リベット留め 同じサプライヤーでは洗濯不可と記載 「Leather」

表記可
高級バッグ、帽子、
デニム

洗濯可能な紙革
（例：WunderPap） 60°C（140°F）まで 皮革ではない 頻繁に洗濯する作業

服やジーンズ
UVラミネートビニー
ルステッカー 耐候性をうたう 「Leather」

表記は不可
平面のフルカラーグ
ラフィック

同じWunderlabelの掲載情報は、PUの欠点も率直に挙げています。PUについては「時間の経過とともに摩耗（剥がれ、退色、ひび割れ）が生じることがあります」と記載して
います。経年変化による風合いや高級感を求め、天然素材ならではの色のばらつきを受け入れられるなら本革を選んでください。一貫した色味、細かいディテール、パッケージへの素早い貼
り付けが必要なら、PU粘着ラベルを選んでください。高温で洗濯される衣類には、ペーパーレザーを選んでください。ビニールは、フルカラーのグラフィックという別の用途に適しており、
レザーとして販売すべきではありません。

比較可能な見積もりを得るRFQには何を含めるべきか？ ↑

項目 記載内容
素材 PU合成皮革、表面色はPantone参照値で指定
サイズと形状 mm単位の寸法と抜き型線データ
ロゴ加工 凹押し、箔、印刷またはレーザー。可否は校正で確認
基材 ラベルを貼る面の写真と実物サンプル
数量帯 希望数量、最小発注数量は見積もり時に確認
納期 希望納品日、サンプル・量産納期は注文ごとに見積もり
表示・訴求 印刷予定のすべての表示。各項目を試験または削除できるようにする



表示・訴求の行は、明確さだけでなく法令順守のためにもあります。主に12歳以下の子ども向けに設計された製品について、 LegalClarity[19] は、「下げ札と粘着ステッカーは
繊維製品では恒久的なものと見なされない」と説明しています。したがって、子ども用繊維製品のトレーサビリティ情報には、本製品ではなく縫い込みラベルが必要です。EUで
は、2026-09-27から、認証制度に基づかないサステナビリティラベルの表示は、 USB Certification[20]が要約する指令（EU）2024/825により禁止行為です。
適格な根拠を保有していない限り、「eco leather」をラベルと商品ページの両方から外してください。

発注前の重要ポイント ↑
米国向け表記ではPUラベルを非皮革として開示する必要がある — 16 CFR Part 24の例：「Not leather」「Imitation leather」（出典)
フェイクレザーは耐熱性が限られています —一般に厚さ1.2 mmで、高温には強くありません（Acctrims)
ファッションは感圧式ラベル分野のニッチ市場です —約6.4%を占める、$72.4十億規模の市場（2025年時点、出典：Dataintelo)
検証されていないEUのグリーンラベルは、現在使用が禁止されています —指令（EU）2024/825は2026-09-27から適用されます（USB認証)

カスタムレザーステッカーラベルのサンプルを準備しますか？ ↑
粘着式PUラベルは、クレームが出てから対応するのではなく、生産前に貼付面、接着剤、コントラスト、表示名を決めておくことで成功します。本製品のMOQ、単価、厚さ、納期は注
文ごとに確定し、性能は、お客様の貼付先の素材（基材）に貼ったサンプルで検証します。 見積もりと生産前サンプルをご依頼いただくには、ベクターデータのロゴ、希望サイズ、貼付面の
写真、数量区分をお送りください。
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